
横井小楠関係資料一覧（熊本市所蔵分）

通し番号 台帳番号 年代 資料の名称等 内容 差出／作者 宛所 員数
（単
位）

丁数 材質 法量（cm） 備　考

1 A1 不明 掛軸　小楠書「不釣前津即画湖」
漢詩。「不釣前津即画湖機心既去狎鳬鴎逸民豈可無
清世自賛富春厳子徒」

横井小楠 ― 1 幅 1 紙
縦200.0　横74.0

（本紙 縦127.7　横58.4）

桐箱入り。箱銘「先考小楠先生真蹟 不釣前津即画湖之詩 不肖
時雄題」と墨書あり。署名「沼山老夫」、落款「小楠堂印」「横井時
存」とあり。

2 A2 慶応2年（1865）？ 掛軸　小楠書「三岡君の写真に題す」 漢文。三岡八郎の写真を見た小楠の所見を記す。 横井小楠 ― 1 幅 1 紙
縦118.0　横39.0

（本紙 縦31.3　横26.2）
桐箱入り

3 A3
慶応2年／
明治27年

掛軸　小楠書「明堯舜孔子之道」
勝海舟書｢心志要苦｣

留学に行く左平太と大平に向けた小楠の手紙と、留学
に行く横井時雄へ向けた勝海舟の手紙を掛軸にした
もの。

横井小楠／勝安
芳

横井左平太・大平
／横井時雄

1 幅 2 紙

縦152.0　横65.0
（本紙 小楠部分 縦20.9　横
46.1、海舟部分 縦16.4　横

51.75）

箱入り

4 A4 江戸時代後期ヵ 掛軸　小楠書「草茅謝客少人事」
漢詩。「草茅謝客少人事堅坐一窓尽日閑欲去怠心新
浩気転頭門外晩晴山」

横井小楠 ― 1 幅 1 紙
縦190.0　横43.0

（本紙 縦130.3　横29.0）
木箱入り。箱銘「小楠先生」。軸表に「一 小楠先生筆蹟」とあり。
「沼山津閑居」中の偶作「小楠堂詩草」に収録。

5 A5 不明 掛軸　小楠書「神知霊覚湧如泉」
漢詩。「神知霊覚湧如 泉不用作為付自 然前世當世
更後 世貫通三世對 皇天明前世王者之道尽心」「於
當世以開後世謂之君子之志」

横井小楠 ― 1 幅 1 紙
縦98.0　横32.0

（本紙 縦17.7　横20.6）
木箱入り。箱銘「先考小楠先生筆蹟 神知霊覚○○」、フタ裏「大
正五年五月　不肖時雄僅誌（印）」とあり。

6 A6 不明 掛軸　由利公正書「憂きことは身をたてぬべき」
述懐。「憂きことは 身をたてぬへき 手寄そと 思へはや
すき ひとの世の中」

由利公正 ― 1 幅 1 紙
縦205.0　横46.0

（本紙 縦133.2　横33.0）
桐箱入り。朱角印2点あり。

7 A7 文久2年（1862） 巻子　小楠書「國是七条(下書き)｣ 「国是七条」の下書き 横井小楠 ― 1 巻 3 紙
縦21.0　横255.5

（本紙1 縦16.2　横37.5、本紙
2 縦17.3　横42.8）

桐箱入り

8 A8
（嘉永6年）
11月26日

巻子　｢吉田松陰より横井小楠宛書簡｣
宮部鼎蔵を通して伝言を聞いたこと、藤田東湖の詩と
学校問答書を入手したこと、他4条

吉田寅次郎規方 横井平四郎 1 巻 紙
縦19.8　横219.3

（本紙 縦15.4　横102.7）

二重木箱入り。内側桐箱に「松陰吉田先生書簡」、フタ裏に「昭和
己巳神武天皇祭日 火○后 菅 正敬」。内容は『吉田松陰全集』
に収録。

9 A9 江戸時代後期 額　松平春嶽書「四時軒」
松平春嶽が横井小楠の居宅「四時軒」の銘を書いたも
の。

松平春嶽 横井小楠 1 点 1 絹
縦43.0　横108.0

（本紙 縦28.3　横72.6）
額装。「慶永朝臣章」「越前中将」の落款あり。

10 A10 江戸時代後期ヵ 額　勝海舟書「光風霽月」 「光風霽月」 勝海舟 ― 1 点 1
縦42.7　横123.0

（本紙 縦32.6　横98.2）
額装。「横井氏之嘱」とあり。「海舟」の印あり。

11 A11
安政2年
乙夘3月

書簡  小楠より斉藤又左衛門宛「宗門覚書」
先年公義より仰せ出された法度書をもって、私家内は
末々男女に至る迄堅く改め不審なことはないこと、毎
年触書判形を取り置きしていること

横井小楠 斎藤又左衛門 1 通 紙
縦28.0　横53.0

（本紙 縦26.6　横39.6）
台紙貼り。包紙（27.3*13.3）あり。

12 A12-1
嘉永2年
10月17日

書簡　｢時明改名｣ 子孫代々横井左平太と名乗りたい旨を申し上げる。 横井時明 ― 1 通 紙 縦14.9　横42.4
台紙貼り。時明の花押あり。端裏書「左平太ト云名之事ニ付祖■■
書付　時明」と墨書あり。

13 A12-2
（年不詳）
12月27日

覚  ごぼふ 年末の買い物の覚えか 野山原 勘兵衛方 1 通 紙
縦17.8　横48.9

（本紙 縦15.3　横45.9）
台紙張り。端裏書「買物 三拾五匁之内 二日九 五拾壱匁三ト弐
歩　拾六匁三ト弐歩不足」と墨書あり。

14 A12-3
（年不詳）
卯12月

覚  「正月十三日　一、七匁…」 着物の仕立ての請求書か 紺屋輪次郎
沼山津横井様御
屋敷

1 通 紙
縦16.9　横89.0

（本紙 縦15.0　横87.1）
台紙貼り。紙背に「表書之通■文■■ 十二月廿六日■■」と墨
書あり

15 A12-4 不明 覚  てっきゅう
てつきう、御神酒徳利、切出し、火縄、のし、あらいこ、
あぶらなどの個数と代金か

不明 不明 1 通 紙
縦17.0　横35.0

（本紙 縦14.9　横32.4）
台紙貼り。後欠。

16 A12-5
（嘉永４年ヵ）

11月23日
書簡  ｢横井左平太宛横井次郎左衛門記時書状｣ 平四郎の帰国を祝う

横井次郎左衛門
記時

横井左平太 1 通 紙
縦17.9　横95.3

（本紙 縦15.8　横94.8）
台紙張り。端に「平四郎時存嘉永四年五月尾張ニ参候ニ付／追
而神社遣候時之返事也」と墨書あり。

17 A12-6
（年不詳）

12月
横井典太郎改名覚書 先祖以来の名前に改めたい旨の願書の下書き 横井典太郎 ― 1 通 紙

縦16.8　横52.5
（本紙 縦14.6　横49.7）

台紙張り。付紙５カ所あり。端に「機密局ゟ調遣候也 添書草案」と
墨書あり。

18 A12-7
（年不詳）
12月26日

書簡  ｢寺倉秋堤より横井先生宛｣ 長崎の浦上にイギリス館が成就したことなど 寺倉秋堤 横井先生 1 通 紙
縦17.1　横70.7

（本紙 縦15.0　横65.4）
台紙張り。切封。

19 A12-8
慶応3年（1867）11
月3日、6日、8日

巻子  ｢横井先生手翰｣ 横井小楠
山田兄、安場君、
一平君

1 巻 紙 縦17.0　横352.0
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通し番号 台帳番号 年代 資料の名称等 内容 差出／作者 宛所 員数
（単
位）

丁数 材質 法量（cm） 備　考

20 A13 不明 書簡　｢横井つせ子より豊宛｣
子どもが遊びに来ることを待ちわびていること、昆布を
送ることなど

横井つせ子 豊（横井時雄夫人） 1 通 紙 （本紙 縦18.8　横47.1） 台紙張り

21 A14 明治3年（1870） 辞令　藩庁より伊勢左太郎へ
横井平四郎の勉励により家名取り立て、毎年八十二
俵を遣わすこと

藩庁 伊勢左太郎 1 通 紙 本紙 縦21.7　横90.6 台紙張り。伊勢佐太郎とは横井左平太のこと

22 A15-1
明治元年（1868）4

月
辞令(写し)　徴士参与職 横井平四郎を参与職に仰せつけること ― 横井平四郎 1 通 紙 （本紙 縦21.5　横49.2） 台紙張り

23 A15-2
（年不詳）

閏4月
辞令(写し)　制度事務局判事 横井平四郎を制度事務局判事に仰せつけること ― 横井平四郎 1 通 紙 （本紙 縦21.2　横46.0） 台紙張り

24 A16-1 不明 写真　｢横井左平太他2人｣ 横井左平太と他2名の写真 ― ― 1 枚 1 紙 縦16.7　横12.5 裏に「横井左平太氏（伊勢佐太郎）」とあり

25 A16-2 不明 写真  ｢横井大平｣ 横井大平の写真。楕円形。 ― ― 1 枚 1 紙 縦19.0　横13.6 裏に「於米國　横井大平氏」とあり

26 A16-3 不明 写真  ｢勝海舟｣ 勝海舟の写真。楕円形。 ― ― 1 枚 1 紙 縦18.9　横14.7
裏に「大舩のたゞよう時は中々に 誰を千曳の錨とや見む 希代之
俊傑　勝安信君」とあり

27 A17
明治2年（1868）

9月
写真　｢左平太、大平母きよ｣ 横井左平太と大平の生母・きよの写真。 ― ― 1 枚 1 紙 縦14.8　横11.0

裏に「明治二年九月下旬於崎陽中嶌寫したもふ 横井左平太・大
平生母きよ子（不破氏出）」とあり

28 A18 不明 短刀　銘備州住景光 ― ― ― 1 振 - - 刃渡り26.0　長さ44.5
遭難時の短刀。絹袋入り。鞘、笄、小柄、ハバキあり。刀は備州住
景光の作。鞘の彫刻は島雪斎の作

29 A19 不明 赤絵蓋付茶碗 10個 ― ― ― 10 点 - -

フタ：器高3.0、口径
10.2*10.1、底部径4.1*4.0、高

台高：0.8
器：高さ5.1、口径11.1、、底部

径4.2、高台高0.5

小楠が愛用したと伝わる茶碗

30 A20 不明 四方瓶子 ― ― ― 2 点 - -
器高12.4、胴部径7.2、口径

2.8、底部径5.2
蓋1個含む

31 A23
文久元年
（1861）

横井小楠肖像写真 ― ― ― 1 点 - - 縦10.9　横8.1
桐箱、金属ケース（縦11.9*横9.1*厚1.0）入り。桐箱表に「先君子尊
像春岳老公所贈」とあり。箱フタ裏に「貴金属美術品諸寶石各種大
西錦綾堂東京都京橋區〇〇町／電話新橋○〇四十」と印あり。

32 A24
明治元年（1868）

12月20日
巻子　横井小楠書簡「明治元年12月20日付け至誠院、
        おつせ、又雄宛」

来る二十二日に主上還幸があること、病気がちだが還
幸に罷りでたいこと、「フーシヒ」の治療を行っているこ
となど（『横井小楠遺稿編』収録）

横井平四郎
至誠院、おつせ、
又雄

1 巻 紙
縦18.0　横230.7

（本紙 縦15.1　横128.5）
桐箱入り

33 A235 不明 写真　「横井小楠」 ― ― ― 1 枚 1 紙
縦36.7　横27.3

（写真 縦34.6　横25.7）
額装、虫食いあり。台紙表右下に「AMorikawa TOKYO」のサイン
あり。台紙裏に「横井蔵書」の印あり。

34 A236 不明 写真　「横井つせ子」 ― ― ― 1 枚 1 紙 縦26.9　横20.4
裏面に「横井小楠後妻　矢嶋つせ」の鉛筆書き、「S.ICHIDA
PHOTOGRAPHER」のサインあり。

35 A237 不明 額　「ワシントン肖像画」 ― ― ― 1 枚 1 紙 縦35.4　横28.3 表上面にキズあり

36 Z1 安政5年8月8日 巻子　「小楠より永嶺仁十郎宛書簡」
松平春嶽が幕府より謹慎を命じられたので、熊本での
風評を心配して河瀬典次を帰郷させて事情を報せると
ともに書簡を送ったこと。

（横井）平四郎 （永嶺）仁十郎 1 巻 　 紙

縦16.7　横161.1
（本紙　縦15.3　横125.4）
付紙1　縦15.3　横27.6
付紙2　縦15.3　横18.9

巻子状、箱なし、外題なし、付紙２枚あり

37 Z2 近代 巻子　「桃李満門帖」
徳富蘇峰、横井小楠、矢嶋源助、竹崎律次郎らの書
簡や書、計63通をまとめたもの

山崎正菫 ― 1 巻 紙 縦39.7　横3418.6
巻子状、二重木箱入り、外箱は杉材、内箱は桐材、箱銘「桃李満
門帖」。

　　　　　　　A25～A234欠番
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通し番号 台帳番号 年代 資料の名称等 内容 差出／作者 宛所 員数
（単
位）

丁数 材質 法量（cm） 備　考

38 Z3
嘉永3年
6月19日

巻子　「小楠より藤田東湖宛書簡」 尊藩の維新の政治が天下に響いていること 横井平四郎
藤田虎之助（東
湖）

1 点
縦16.0　横623.0

（本紙 楯15.8　横541.8）
巻子状、木箱入り、複写版、箱銘外題「小楠横井先生書簡」

39 Z4 不明 掛軸　小楠書「止説人間閑是非」
止説人間閑是非 一吟一醉見天機 愛他好々南陽老
清濁混同渾不違

沼山 ― 1 幅 -
縦194.0　横38.0

（本紙 縦129.4　横28.8）
木箱入り、箱銘「横井小楠七絶詩」、フタ裏書「昭和十八年癸未四
月八日八十七翁看雨題」

40 Z5 明治初年 掛軸　小楠書「心離夷俗能」
心離夷俗能処俗身在利中能忘利
丁卯中夏会今　贈江口生

小楠 江口 1 幅 - 絹
縦122.5　横48.0

（本紙 縦28.5　横38.0）
紙筒入り、軸表「肥後横井平四郎氏」

41 Z6
（年不明）
7月1日

書簡　「越中守より平之助宛」 越中守 平之助 1 通 紙 本紙 縦15.3　横204.0 台紙張り

42 Z7 文久2年12月19日 書簡　｢小楠より吉田平之助宛」 話がしたいので七つ過ぎより別荘に参上すること 横井 吉田 1 通 紙
縦15.7　横43.4

（本紙 縦15.6　横43.0）
端書に「吉田様　□中」とあり。切紙糊封。台紙張り。

43 Z8 明治40年ごろ 写真　「横井時雄、徳冨一敬他4名」 ― ― ― 1 枚 - 紙
東京高輪海江田氏邸で撮影したものか。横井時雄、内藤游、徳富
一敬、内藤泰吉、嘉悦氏房、由利公正が写っている。

44 Z9 不明 風鎮　（大理石） ― ― ― 1 対 - 石
全長27.0

（石部分 高4.0　幅3.7）
紙箱入り

45 Z10 近代 額　「横井小楠肖像画」 ― 光永眠雷 ― 1 点 - - 縦85.0　横73.0 木製額入り、油彩画。絵の左下に「minrai」のサインあり。

46 Z11 近代ヵ 額　「横井つせ子肖像画」 ― 不明 ― 1 点 - - 縦85.0　横73.0 木製額入り、彩色画。サインなし。

47 Z12 昭和27年？ 額　徳富猪一郎書　「四時軒訪問記」
昭和壬辰五月拾七 衝小雨訪 小楠先生遺 宅及門
徳富淇水　長子
徳富猪一郎及其一行

徳富蘇峰 ― 1 点 - 紙
額　縦47.5　横93.3

本紙　縦33.9　横67.3
額装、本紙破れあり、状態不良。裏に「昭和二十三年五月二十七
日　徳富蘇峰先生」とペン書あり。

48 Z13 明治3年7月 額　「藩知事布告文」 年貢の軽減の布告（徳富一敬による布告） 知事（細川護久） 村々小前共 1 点 - 紙
額　縦48.0　横74.5

本紙　縦34.5　横51.7
木版刷りの複写物か？

49 Z14 近代ヵ 額　「宮崎真雄肖像画」 ― 不明 ― 1 点 - -
額 縦59.9　横49.2

本紙 縦50.6　横40.2

無彩色画、木製額入り、額裏面内側に「真實院輝雄覚居士　俗名
宮崎真雄　明治三十年六月二十七日没」とマジック書あり、額裏面
外側に「（孫）宮崎猛雄」とマジック書あり

50 Z15 明治2年 羽織　「血染めの羽織」
小楠が遭難した際、小楠の首級を奪われたことを聞き
つけた若党の吉尾七五三之助が刺客を追いかけ、放
られた小楠の首級を包んだもの。

― ― 1 点 - 布
着丈79.0　裄66.5　袖丈52.8

衿巾7.4
単衣仕立て、紬織紺色、左肩の辺りに刀傷あり。

51 Z16 平成2年 杯　「議会開設百年記念木杯」 ― ― ― 1 点 - 木
口径11.0　器高3.5　高台径

4.4

朱漆塗、内底に菊花紋（16弁）、器表銘「議会開設百年記念　平成
二年十一月二十九日」とあり、桐箱入り、箱銘に「議会開設百年記
念　木杯」とあり

52 Z17 不明 彫刻　「神知霊覚湧如泉」 板に小楠の肖像を掘り込んだもの。表裏に漢詩あり。 不明 ― 1 点 - 木 縦57.5　横22.2　厚さ1.3

53 Z18 不明 彫刻　「四時軒」 ― 婁古齋 ― 1 点 - 木 縦34.9　横84.6　厚さ2.4 松平春嶽の書を転写したもの

54 Z19 不明 彫刻　「奉命孤臣千里身」
奉命孤臣千里身青山碧海一望春此行唯欲尽心事成
否在天不在人
横存

― ― 1 点 - 木 縦127.4　横31.1　厚さ1.2 三賢堂より移転。裏面に紋判多数あり。

55 Z20 不明 彫刻　「身世忙々渾耐驚」
身世忙々渾耐驚三踰木嶺越前行極知人事不須必流
水行雲寄此生
小楠

不明 ― 1 点 - 木 縦127.0　横31.2　厚さ1.4 三賢堂より移転。裏面に紋判多数あり。

56 Z21 昭和9年 銅像　「高木第四郎」 ―

九州新聞社従業
員一同、同 東京
大坂両支社 長、
同代理店有志一
同

― 1 点 - 銅
ブロンズ部分高さ60.5

土台高さ114.0
正面に「社長高木第四郎先生之像」の銘あり。

57 Z22 昭和45年 銅像原型　「横井小楠」 ― 田島亀彦 ― 1 点 - 石膏 台座含む高さ205.5　幅70.0 小楠公園に建立した銅像の原型
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通し番号 台帳番号 年代 資料の名称等 内容 差出／作者 宛所 員数
（単
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58 Z23 昭和60年 巻子　「明治元年　柳川名勝図絵」
わが国は いともたふとし あめつちの 神の祭を ま
つりことにて

青潮社復刻 ― 1 巻 1 紙 縦22.3　横271.4 青潮社復刻版（原本は明治元年）、紙箱入り

59 Z24 不明 短刀　無銘 ― 不明 ― 1 振 - -
刃渡り24.1

小柄　全長21.4　幅1.4
笄　全長21.2　幅1.2

小柄、笄ともにあり。小柄に「備前長　住横山祐□」の銘あり。小柄・
笄に丸に三つ鱗紋あり。

60 Z25 現代 写真　｢横井小楠肖像写真コピー｣ ― ― ― 1 点 1 紙 木製額入り。

61 Z26 文久2年4月吉祥 四時軒の棟札
文久二年
奉祭祀天四抱尊矩規準縄水宇吉祥棟上　敬白
戌四月吉祥　圓七只七貞七長吉

― ― 1 点 - 木 高さ76.8　幅12.0 裏面に「横井平四郎」と墨書あり

62 Z27 不明 四時軒の角釘八本 ― ― ― 8 本 - 鉄 長さ9.8～12.0 四時軒に使われていたもの

63 Z28 現代 額「四時軒」複製 ― ― ― 1 点 - 紙
縦46.0　横108.2

（本紙　縦28.6 横94.0）
展示用複製品

64 Z29 現代 掛軸「明堯舜孔子之道」複製 ― ― ― 1 点 - 紙 展示用複製品

65 Z30 現代 国是七条下書き　複製 ― ― ― 1 巻 1 紙
縦25.2　横134.5

（本紙　縦16.0　横36.7）
展示用複製品

66 Z31 不明 掛軸「茅簷小閣」
茅簷小閣是吾家日々閑吟品緑茶菊向秋風初結萼槿
経白露欲残花西窓翠色千竿竹後圃紫雲百顆茄何必
客居不適意培栽聊作小生涯　偶成　　小楠

小楠 ― 1 幅 1 絹
縦191.8　横56.1

（本紙 縦132.5　横43.0）
箱有り、箱表に「横井小楠書　壱幅」、箱裏に「硯海楼所蔵（朱
印）」とあり

67 Z32 安政2年頃 掛軸「四時軒記」 四時軒の風光明媚な様を謳ったもの。
肥前田中慎、橋
本驥

（横井小楠） 1 幅 1 絹
縦146.0　横114.4

（本紙 縦57.1　横100.8）
箱有り

68 Z33 大正7年 額「怒るな働け」
怒るな働け
大正戊午　夏日　孝子

嘉悦孝子 ― 1 点 1 紙
額 縦28.0　横48.0

（扇 幅29.5　高さ8.5）
扇状、台紙張り

69 Z34 江戸時代 掛軸「小楠書漢詩掛軸」
雪晴雲散北風□楚水呉山道□□今日送□□春□□
□□路漫々
横小楠書

横小楠 ― 1 幅 1 紙
縦224.0　横203.5

（本紙 縦150.8　横37.2）

70 Z35 文久3年 掛軸「伝小楠掛軸」
一淪清茶一注香　手開詩巻細平章　自嗤身與蜂蝶似
品白評紅盡日忙
文久癸亥　沼山老人　横井存題

沼山老人 ― 1 幅 1 紙
縦192.5　横66.5

（本紙 縦111.0　横59.3）
漢詩の下に蕪の絵あり。
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